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①  理念 

血液疾患を有するあらゆる患者様に対して、迅速で正確な診断を確定した上で、十分な説明と

同意のもと、エビデンスに基づいた最善の治療を行います。抗体療法、分化誘導療法、分子標

的療法などの新しい治療法も積極的に導入します。自己あるいは他人からの造血幹細胞移植

や臍帯血移植に関しても、適応を十分に考慮し、ご同意を得た上で積極的に施行します。 

 

② 特徴 

 日本血液学会認定血液研修施設 

 日本内科学会認定医制度教育病院 

 日本臨床腫瘍学会認定研修施設 

 日本がん治療認定医機構認定研修施設 

 日本感染症学会認定研修施設 

 日本さい帯血バンクネットワーク 非血縁者間臍帯血移植登録病院 

 日本骨髄バンク 非血縁者間骨髄移植認定診療科・採取施設 

 日本骨髄バンク 非血縁者間末梢血幹細胞移植認定診療科・採取施設 

 

③  スタッフ (平成29年8月1日現在) 

有馬 靖佳(ありま のぶよし  主任部長) 

専門：臨床血液学、造血幹細胞移植、後天性免疫不全症 

資格等：医学博士、京都大学臨床教授、日本内科学会総合内科専門医・指導医 

日本血液学会専門医・指導医・代議員、 

日本臨床腫瘍学会暫定指導医、日本エイズ学会認定医 

日本造血細胞移植学会造血細胞移植認定医・評議員、日本医師会認定産業医 

 

北野 俊行(きたの としゆき  部長) 

専門：臨床血液学、がん治療全般 

資格等：医学博士、日本内科学会総合内科専門医・指導医 

日本血液学会専門医・指導医、日本臨床腫瘍学会がん薬物治療専門医・指導医 

日本がん治療認定医機構がん治療認定医・暫定教育医 

 

田端 淑恵(たばた すみえ  副部長) 

専門：臨床血液学、 

資格等：医学博士、日本内科学会認定内科、日本血液学会専門医・指導医、 

日本がん治療認定医機構がん治療認定医 

日本造血細胞移植学会造血細胞移植認定医・ 

  

饗庭 明子(あいば あきこ  副部長) 

専門：臨床血液学、 

資格等：医学博士、日本内科学会総合内科専門医・指導医 

日本血液学会専門医、日本造血細胞移植学会造血細胞移植認定医 

日本医師会認定産業医 

 

岸本 渉(きしもと わたる  副部長) 

資格等：医学博士、日本内科学会総合内科専門医 

日本血液学会専門医 



瀧内 曜子(たきうち ようこ  副部長) 

資格等：日本内科学会総合内科専門医 

日本血液学会専門医 

 

中江 吉希(なかえ よしき  外来応援医師) 

資格等：医学博士、日本内科学会総合内科専門医 

日本血液学会専門医、日本老年学会老年病専門医 

 

診療実績 

①  入院 

入院症例数(2016年)   232例 (内 新患  81例) 

急性白血病・骨髄異形成症候群 52例 (内 初発  15例) 

悪性リンパ腫   106例 (内 初発  35例) 

多発性骨髄腫   25例 (内 初発  7例) 

慢性白血病   5例 (内 初発  2例) 

ITP, TTP, DIC   8例 (内 初発  5例) 

再生不良性貧血   6例 (内 初発  2例) 

 

造血幹細胞移植件数 

 自己 

末梢血 

血縁 

骨髄 

非血縁 

骨髄 

同種 

末梢血 

同種 

臍帯血 

 

合計 

2014 年 6 0 1 3 7 17 

2015 年 8 0 0 1 2 11 

2016 年 6 0 5 3 1 15 

3 年合計 20 0 6 7 10 43 

過去累計 112 8 13 24 38 195 

 

血液内科の病棟は主に10階西病棟で、15床(個室9床、3人部屋6床)の無菌室が存在しま。

2016年の１日あたり平均入院患者数は31.6人でした。 

(延外来患者数 6,385人 延入院患者数 11,935人) 

 

以下に自己末梢血幹細胞移

植の成績を示します。この治療

法は、抗がん剤超大量療法の一

貫で、主として悪性リンパ腫、多

発性骨髄腫の方が対象です。悪

性リンパ腫では再発・難治性であ

っても6割以上の方が長期に生

存され、5年後以降の生存率は

ほぼ平行線になっています。多



発性骨髄腫では移植2年以内死亡数はゼロと、安全に腫瘍量を減らせますが、長期生存に限

界があり、移植後の維持療法を現在はお勧めしています。 

 

他人からの造血細胞移植を同

種移植と呼びます。移植後１年以

内にお亡くなりになる方が少なくな

いのが、残念ながらこの治療方法

のリスクです。いかに治療毒性を減

らし、感染症などの合併症を乗り切

り、かつ再発率を下げるのか、日々

工夫をこらしております。当院では、

臍帯血移植も、骨髄or末梢血幹細

胞移植とほぼ変わらない成績を認

めています。 

 

一方で、移植の前処置の抗癌剤

や放射線治療の量を減らし、治療

毒性の軽減を図った治療方法がミ

ニ移植です。患者様のご年齢、合

併症、それぞれの血液疾患に抗癌

剤と同種免疫作用のどちらがより有

効であると予想されるかなどを考慮

して、どちらの移植をお勧めするか

決定しています。 

 

当院で造血細胞移植を受けられた患者様・ご家族の皆様と医療スタッフが集い、闘病生活を

乗り越えた思い出や、現状報告を語り合える場を目指して、『ゆーかりの会』を2013年より毎年

12月の第二土曜日に開催しています。この名称は、生命力の豊かな植物で、『新生』・『再生』を

花言葉にもつ「ユーカリ」の樹と、人とのつながりを示す「縁(ゆかり)」から名付けられました。短い

時間ですが、『同じ病気を体験した人たちが、同じ時間を共有することが、その後の暮らしの大

きな活力に結びついた』との貴重な御意見も頂戴しています。 

 

②  外来 

外来化学療法は、1階の外来化学療法室で行っています。ビダーザやベルケイドといった外来

通院で使用する抗癌剤の使用が増えたため、月あたりの外来化学療法の施行数は、数年前の

2-3倍の70-80件です。 
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